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第13回大会＠北海道大学の報告と
第14回大会＠名古屋大学の日程案内

　 2016年5月14～15日、第13回全国大会が、木々の新芽やタンポポなど草花の美しい北海道大学で開催さ
れました。参加人数は70名あまり、初日午前中の自由研究発表から多くの参加がありました。
　 午後には総会が開催され、活動報告・活動予定や決算・予算の総会議案が承認されました。第４回田中
昌人記念学会賞の授賞式もありました【写真左】。

　 菊池一春氏（訓子府町長）、三上直之氏（北海道大学准教授）、黒瀧秀久氏（東京農業大学教授）をお
招きしてのシンポジウムは、大会テーマ「若者、地域とともに育つ大学～北海道から考える～」にふさわ
しい充実した内容でした【写真右】。詳細は、夏に刊行予定の年報第12号に収録されます。その後の懇親
会には、40名もの参加がありました。

　 二日目は、４つの分科会（第2＝大学評価の実践と大学経営、第3＝発達保障、第4＝教職協働、第5＝高
校教育・高大連携）において熱心な討議が展開されました。
　なお、次回第14回全国大会は愛知＠名古屋大学にて、2017年3月11～12日の予定で開催されます。

　（文責：渡部 昭男）
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シンポジウム

「若者、地域とともに育つ大学～北海道から考
える～」は第13回大会全体のテーマであるが、シ
ンポジウムは特にこのテーマを強く意識して企画す
ることになった。その結果、北海道オホーツク地
域において社会教育行政と地域づくりを長年すす
めてこられた経験を持つ菊池一春さん（訓子府町
長）から、「地方自治体と教育行政の立場から大
学に期待すること」と題する報告を、政策過程の
社会学的な分析・評価を専門とする三上直之さん
（北海道大学高等教育推進機構）から、若者の進
路・生活意識を含む地域移動に関する研究報告
を、農業経済学を専門とする黒瀧秀久さん（東京
農業大学生物産業学部）から、地域に根ざした大
学づくりと地域再生のとりくみに関する実践報告
を、いただくことになった。
　 菊池さんからは、大学に対する数々の熱いメッ
セージが発せられた。曰く、「地方自治を守り、
そして住民の幸福追求権を尊重するということ
は、いま命懸けの仕事になっている」「いまだか
らこそ、大学には本当のことを言っていただきた
い。何が科学としての真理なのか、科学としての事
実なのかをちゃんとやろうという責任は大学にあ
る」「地域と対等、平等の横の関係をつくり、研
究へと高めてもらいたい」。

三上報告は、35人の高校生に対するインタ
ビュー調査の結果の分析である。質問紙による調
査では、北海道の高校生には道内への定住志向が
強いことがうかがえる。しかし、就職・進学に際
して地域を移動するかの選択に直面したとき葛藤
も垣間見える。能力主義・実力主義だが、人間関
係の支えがない都市部へ移動するのか、教育や社
会サービスの機会の貧弱さや地元のしがらみを背
負いながら地元地域で生きていくのか。こうした
二項対立を乗り越える鍵は、若者がはぐくんでいる
地域に対する愛着の意味・可能性をとらえ直すこ
とではないかと三上さんは問題提起した。
黒瀧さんは、生物産業学部のあゆみを東京農業

大学の設立理念と重ねて語った。生物産業とは、
農学をベースに新しいビジネスモデルをつくること
であり、榎本武揚、横井時敬ら、創設者が掲げた
実学主義の理念の展開である。黒瀧さんはそうし
た活動を、専門を生かした地域材の循環利用の政
策開発などにより実現するかたわら、オホーツク
地域の大学連合を形成することによる学際的融合
を試みてきた。諸活動に地域の社会人、学生を巻
き込み、人材を育て地域に返していくとりくみ
は、様々な分野にわたっており圧巻であった。
　 各報告は大会テーマを深めていくことにつなが
る論点が数多く含んでおり、刺激に満ちていた。
触発され、地域の教育・研究課題に関する発言が
フロアからは相次いだ。司会を務めての感想として
は、三報告を繋げることにより、「若者、地域と
ともに育つ大学」の評価軸を打ち出すことは十分
できると思われた。シンポジウムの成果を大学評
価論の深化につなげていくことが学会としての課題
である。

（文責：光本 滋）
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第１分科会
「自由研究発表」

A会場　　「大学政策・評価・実践」
　第1分科会（Ａ会場）においては、「大学政策・評
価・実践」の総題のもと、５つの報告がなされた。
地域にねざした実践から、教育をめぐる普遍的な課
題が浮かび上がり、逆にそこから（文科省も追随し
ている）グローバリゼーションの意味が問われた。

米津直希氏（稚内北星学園大学）：「大学による地
域貢献と学生の学び―稚内北星学園大学におけるＣ
ＯＣ事業の取り組みから」。

　 米津氏は、稚内北星学園大学でのＣＯＣ（知＝地
の拠点整備事業）の取り組みを紹介し、そこで学生
が何を学んでいるかを検討された。教職ゼミの学生
による地域の学習支援活動として、「無料塾」を
行っている。学生はアルバイトではなく無料で教え
ることを通して、①地域の課題を知るとともに、子
どもについての理解を深めている、②教師が集団と
して発揮しうる力があることを知りつつある、③指
導における技術的な課題を把握している。しかしな
かには苦学生もおり、授業の負担も大きいなかで、
困難もあったという。子ども一人一人にどのように
向き合うか、開催の時間帯や時期をどうするか、認
知されるための広報は、など、さらに考える必要が
あるとされた。今後はさらに具体的な事例を集める
ことになるというこの研究は、ＣＯＣによって何が
変わるのかを明らかにするだろう。ＣＯＣに乗った
以上はよい方向に変えねばならないのはいうまでも
ないが、（プロジェクトを選んで選択的に投資する
という）この事業そのものの限界が明らかになるか
もしれない。

細川孝氏（龍谷大学）：「経営学の教育と実習・現
場教育―「地域と企業」の実践と課題―」

　 細川氏は、龍谷大学経営学部における「地域と企
業」における実践（2008－2015年度）を振りかえり
つつ、「実習・現場教育」の視点からその到達点と
課題を示された。北海道で「オホーツク学」を展開
する東京農業大学と、京都で「京都産業学」に取り
組む龍谷大学が、「地域と企業」という共同研修プ
ログラムをとおして交流している。この体験のなか
で、事前と事後の学習、試行的実施と試行錯誤をお
こない、地域を資源として捉えること、地域が異な
れば経営学の活用の仕方も異なることを学んだとい

う。シンポジウムでの東京農大の黒瀧氏の話と合わ
せて、双方向からのアプローチを知ることができて
有益であった。また2012年3月31日に発表されたと
いう経営学分野の「参照基準」に関して、一定の留
保をつけてみてゆく必要があることも示された。
「参照基準」については、フランスの大学評価にも
同じものがあることから、他の専門分野ではどう
なっているのかなど、日本での実践の実情について
今後より詳しく知りたいと思った。

小野川文子氏（名寄市立大学）発表：「教育僻地公
立大学の学生の実態と授業づくりの模索」

　 小野川氏は、保健福祉学部一学部のみの地方公立
大学において、学生がいまどのように学んでいるか
をご自身の実践を振りかえりながら語られた。4大に
なって10年目、女子が9割、近くに大学はないという
学生700人ほどの公立大学である。2012年の生活実
態調査によると、1人暮らしのの学生が9割、家庭か
らの仕送りがない学生も多い。家庭所得は400万か
ら800万が最多で、2012年以後は400万以下が最多
となっているという。道内からの学生が7割、3割は
東北を中心としたところから来ている。さらに社会
福祉学科の学生が実習についてかかえる不安につい
ても話された。全体として「教育僻地」ということ
でネガティブな面が協調されすぎた感がある。大学
生活への満足度において、学生の7割以上が満足と答
えていることはポジティブに捉えるべきだろう。就
職の悩みをかかえる大都市の学生のほうが孤立感は
より深いのではないか。

桑原清氏（北海道教育大学）：「グローバル化時代
における教員養成問題―教員養成系大学における対
応とカリキュラム「改革」によせて―」

　 桑原氏はご自身の北海道教育大学における経験か
ら、進行中のカリキュラム改革への疑問を提され
た。アクティブラーニング、ＩＲ（インスティテュー
ショナル・リサーチ）、学生自身の自己点検…、教
育方法の質的転換を図るというカリキュラム改革は
必ずしも学生の授業に対する満足度を高めてはいな
いという。授業が多くて余裕がない、教職や教養科
目が多い、授業そのものがつまらない…。外とのか
かわりあいとか、教育現場とのリンクを重視しない
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と解決できない問題があると言われた。また、1930
年代のスターリン問題というご自身の専門から離れ
たところで、カリキュラム改革に対応しなければい
けない自分自身に戸惑っているとも。スターリンの
ころのソヴィエトの大学における教員養成の話もい
ずれ聴きたいと思った。現在の日本のそれと比較で
きるかもしれない。

堀雅晴氏（立命館大学）：「細井ほか編『新自由主
義大学改革』の担当第1章「グローバリゼーション」
と新自由主義」について」

　 堀氏は、さきごろ出版された『新自由主義大学改
革』のなかのご自分の論文を振り返りながら、グ
ローバリゼーションとその推進的思想としての新自
由主義、そしてそのなかでの国際的機関の立ち位置
についてまとめられた。企業型の大学経営はこれか
らどのように展開してゆくのか、一部上場企業は2万
人の学生しか必要としないのに、50万人の学生が就
職しようとしているような状況において、新自由主
義的改革による大学のグローバル化にどのような意

味があるのか。この基本的な問いかけには共感でき
た。ＯＥＣＤ、ユネスコ、ＷＴＯなどが担いうる役
割、さらにＴＰＰ、知的財産、アカデミック･キャピ
タルのような、グローバル化のなかで問われる事柄
への対処などについても言及された。先の論文と合
わせて、今後堀氏自身が、そしてわれわれが個別の
事例について論じるさいに必要となる、真の意味で
「グローバル」な展望が示されたと思う。

　最後に、第1分科会Ａは発表者の各自のテーマによ
る自由研究発表であったが、それにもかかわらず、
企業や地域との大学のかかわり、グローバリゼー
ションへの対応など、経営学や教育学などが取りく
まねばならない普遍的な問題の枠組みが浮かび上
がった。地方自治と大学の自治のあいだのつながり
は、シンポジウムでの菊地町長の話からもうかがえ
たが、権力の中枢としての東京から離れていること
によって、北海道（そして沖縄）はより世界に近い
ところにあるのかもしれないという印象をもった。

（文責：岡山 茂）

B会場　　　「無償教育の漸進的導入」

　 自由研究発表の第１分科会（Ｂ会場）では、「無
償教育の漸進的導入」というタイトルの下、本学会
事務局長の渡部昭男理事を中心に学会で取り組んで
いる科研による研究成果である5本の発表がなされ
た。発表タイトルと発表者は以下の通りである。
1) 渡部昭男・渡部(君和田)容子・國本真吾
「『無償化』科研の全体構想と地方施策研究
の進め方―鳥取県を事例に－」

2) 下木なつみ「子どもの貧困と若者支援-兵庫県
猪名川町の取り組みに着目してー」

3) 田中秀佳・石井拓児「大学生の教育費意識に
関する調査手法の開発的研究(1)」

4) 小池由美子「韓国の給食費の無償化と日本の
給食費の実態」

5) 日永龍彦「韓国の新聞記事に見る大学授業料
(登録金)問題(第三報)」

　 第一報告では、渡部昭男会員から研究の全体構想
が示され、基礎理論グループにおける後期中等教育
および高等教育の権利性・無償性の探求、政策施策
経営研究グループによる、国の政策動向と地方自治
体の施策、法人経営の視点からの研究、国際比較研
究グループによる韓国、アメリカの動向把握と施策
の研究という方向性が示された。これまでの研究会

活動を通して、高校無償化が曲がりなりにも実現し
てきた中での高等教育無償化の国民的理解を得る論
理構築の課題が明らかになった。つづいて、地方施
策研究の位置づけが提起され、韓国でソウル市が先
頭を切って実現してきたことを､日本では、むしろ主
要都市ではなく、地方の生き残り策として緩やかで
はあるが現実に進みつつあることが示された。その
一例として鳥取県と県内市町村による子育て・教育
施策が渡部容子会員から具体的に示された。
　 第二報告で下木会員は、子どもの貧困の現状を数
値を示して明らかにし、子どもの貧困対策としての
就学支援制度を国・地方と総合的して丁寧にまと
め、兵庫県猪名川町
の取り組みを詳細に
報告し、大人中心の
青少年健全育成推進
会議が、少子化・形
骸化が進む中で、当
事者の青年・子ども
を行事の実行主体と
してだけでなく、企
画立案段階から巻き
込み関わることで活
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性化し、子どもが生かされ、行事や組織も活性化し
てきたという優れた報告であった。
　 第三報告で田中会員は先行研究の丁寧なレビュー
を踏まえ、戦後日本の教育費制度状況を詳細に検討
し、対置されるべき論点を提示した。石井会員の作
成した調査手法と、それによる大学生の意識把握の
取り組みで、福祉国家・財政危機(のとらえ直し)が
鍵である。
　 第四報告で小池会員は韓国における給食費無償化
の取り組み、とりわけソウル市における推移(実態調
査・ヒアリング・先行研究による)の紹介と日本にお
ける無償給食実施自治体の声を紹介した。韓国での
推移を巡って議論がなされ、また、日本の実施自治

体の声から、実施以前では危惧が大きかったが、ほ
とんどマイナス面はなく、子どもたちが明るく、仲
良くなるなど、予想外のプラス面が多数見られたこ
とはとても示唆的であった。
　 第五報告では､韓国の主要4紙の新聞記事を詳細に
追って、大学授業料問題を中心に、幅広く、大学と
それに対する世論の動向をつぶさに明らかにするも
ので、とても示唆的な内容であった。
　 報告と議論を通して、無償化を進めるための課題
や糸口が微かながら見えてきて、今後いっそうの研
究の進展が期待される。

(文責:水谷 勇)

第22分科会
「大学経営・大学評価」

大学ガバナンス、そして教育の現場から見る大学評価・大学経営の改革課題

　 「大学評価の実践と大学経営」分科会は、第10回
大会以来開催してきた「大学経営」分科会を継承す
るものとして開催されました。分科会の趣意書に
は、「本分科会では、大学ガバナンスというトータ
ルな視角から、そして教育現場の声を活かすために
は評価はどうあるべきか、という最も基礎的な部分
から大学評価と大学経営の現状を改めて把握し、改
革課題について議論を深めたい」と記されていま
す。
　 分科会のテーマを「大学ガバナンス、そして教育
の現場から見る大学評価・大学経営の改革課題」と
して、二つの報告が行われました。廣田健「北海道
教育大学のガバナンス改革」と、小山由美・佐藤真
由子・須藤優衣「教員と学生の協力が改善につなが
る―薬学教育の現場から」です。
　 廣田氏は北海道教育大学における「ガバナンス改
革」の経過と現状について述べたうえで、その問題
点を指摘されました。最後には、「大学の自治」と
「学問の自由」の現代的意義に言及されました。小
山氏らは、日本大学薬学部における「ノートテー
カー」を通じた授業改善の取り組みを報告されまし
た。共同報告者の佐藤氏と須藤氏は同学部の学生で

あり、学生の視点からの生の声を伝えてくれまし
た。
　 報告ごとの質疑応答とあわせ全体討論を通じて、
議論を深めました。そのすべてを記すことはできま
せんので、印象に残った発言のいくつかを紹介した
いと思います。
　 廣田報告をめぐっては、ガバナンス改革が学生の
教育にどのような影響を与えているかという指摘
（質問）がありました。また、国立大学と私立大学
との共通性を考え、大学とは本来どうあるべきかを
考える必要があるとの指摘が出されました。
　 小山他報告をめぐっては、「授業づくり」という
観点から議論など他のものを並行して行うことの必
要性が指摘されました。また、教員間の情報共有の
仕組みやノートテーカーを担当する学生などについ
ても質問が出されました。
　 二つの報告は一見異なった内容に見えますが、今
日の大学が直面している問題を浮き彫りにしていた
ように思います。同時に、ガバナンスと（現場の）
教育・研究をどのようにつなげていくかという課題
も明らかになったように思います。

（文責：細川 孝）
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第33分科会
「発達保障」

ノンエリート青年の大学教育と発達保障
――なぜ大学に行き、学ぼうと思うのか――

　 ユニバーサル化時代の大学生は「学習動機が不明
確」とか「無気力」などと記述されることが少なく
ない。ノンエリート青年は特にそうである。しかし
本当に、そのような言葉で片付けてしまって良いの
か。今年度は「青年たちはなぜ大学に行こうと思う
のか」という問題を中心に、それに応える大学教育
とはどういうものかを議論することとした。
　 まず白波瀬正人会員から、「通信制課程で学ぶ高
校生の現状と課題―進路希望調査からの一考察」と
題した発表があった。通信制高校の生徒数が増加傾
向であること、通信制高校に通う生徒は非常に多様
であること（統計的に量的把握をすることが困難で
あること）などが報告された。

　 続いて伊
田勝憲会員
から、「貧
困・愛着・
ス ク ー ル
カーストか
ら考える進
学動機」と

題した発表があった。北海道教育大学釧路校に勤務
していたときの実践を中心に、貧困を背景に持つ学
生や、センター試験の成績を見て初めて釧路校の存
在を知った学生が少なくないことなどが報告され
た。また、相談室を設置して運営してきた経緯の報
告、学生の（進学動機・経緯も含めた）自己認識の
相対化を試みる授業実践の報告があり、学生の中に
根を下ろしている自己責任論をどう克服するかとい
う課題も提示された。
　 続いて、川原茂雄氏からの指定討論があった。工
業高校で教師をしていた経験と大学で教える経験か
ら、「高校では上位層は就職、下位層は進学」とい
う発言から、社会に出られない（進学しか選択肢の
ない）生徒の特徴は自己認識と現実がずれているの
が共通した特徴であるという指摘等があった。その
ような発言も受けて、実際の社会（労働、学習な
ど）に十全に参加できるようになるまでに時間のか
かる若年者の発達要求に応えるという役割が大学に
はあるのではないかといった議論が、フロアも交え
て行われた。

（文責：西垣順子）

　 第４分科会は、「教職協働」を主題に、主に大学
職員の評価の課題について継続して検討してきてい

る。今回は現下、中教審でも議論が継続している
「専門的職員」の制度的背景と今後の展開の可能性

　 第４分科会は、テーマを「大学職員と専門的職員－両者の関係と今後の課題－」とし、以下の2人から
報告（以下、報告順）がなされた。
　１）「英米の大学職員について－日本との比較的考察」（高野篤子さん／大正大学）
　２）「学術情報のオープン化時代に求められる大学図書館職員の専門性」（梶原茂寿さん／北海道大
　　　学）
　また、報告に先立ち、菊池芳明さん（横浜市立大学）から分科会の趣旨報告、報告後には、深野政之さ
ん（大阪府立大学）から指定討論がそれぞれ行われた。

第44分科会
「教職協働」

大学職員と専門的職員
――両者の関係と今後の課題――
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について、諸外国の事例も含めて検討がなされた。
　 １）の高野報告は、大学の構成員と管理運営の専
門職について、イギリス、アメリカそれぞれの歴史
的背景と現状を報告し、日本のそれとの対比を行う
ものであった。英米とも、日本の大学職員のような
大学内で部署を異動するジョブ・ローテーションと
いう考え方は基本的にはない。このため英米の専門
職の養成が日本にそのまま適用されることは難しい。
高野さんは予稿を「日本の大学には献身的に働く 
“professional”な職員はいても、大学の管理運営の 
“Professional”は不在なのかもしれない。そもそも
日本における大学経営を担う人材とは誰で、どのよ
うな役割を担い、いかにして育成されていくのであ
ろう。」と締めくくっている。
　 ２）の梶原報告は、日本の図書館における専門職
の現状と今後について、オープンアクセスの世界的
な潮流を背景に、その展望が述べられた。大学図書
館職員は、伝統的な専門職として、これまで大学内
において比較的安定的な立場にあったが、今後は
サービスの提供の方法や在り方の変化を受けて、新

たな展開が求められているのは周知の事実である。
　
　 これら報告を受けた深野さんからの指定討論で
は、それぞれ次のような刺激的な論点が提示され
た。
＜高野報告へのコメント＞

　　　今日の報告は、英米の上級管理職の制度を中
心に報告された。しかし、英米にも大部屋の事
務職員やアシスタント職がたくさん存在してい
るはずである。日本の大学職員のカウンター
パートナーとしては、一体どちらが相応しいの
だろうか。

＜梶原報告へのコメント＞
　　　現在の大学図書館において、正規職員として

の司書は必要なのだろうか。正規職員は大学の
内情をよく知っていて、管理運営に長けていれ
ばよいのではないだろうか。

　 このコメントを受けての、フロアを交えての議論
については、紙幅の関係もあり今回は割愛する。今
回の分科会では、菊池さんの趣旨説明にもあった
「メンバーシップ型雇用」を前提とした特殊日本的
な大学職員の専門性のあり方について、より深い議
論が望まれたのだが、その焦点を定めることが出来
なかった。これについては、偏に司会者の力量不足
であったことを痛感している。

（文責：村上孝弘）

第55分科会
「高校教育・高大連携」
高大接続と社会参画のあり方

――高校・大学をつなぐ主権者教育と地域づくり――

報告１ 姉崎洋一氏　「地域市民教育と主権者教育の
　　　結合の理論と実践課題」
　 地球時代の市民教育の視座から、グローバリー
ゼーションとシティズンシップ変容は、変革期の現
代世界の主要なアジェンダである。古典的なシティ
ズンシップ理論と現代のシティズンシップ理論との
差異を２０世紀初頭から現在に至るまで論点整理

し、学校教育、高等教
育、生涯教育を越境させ
る理念と思想が求められ
る。イギリスのWEA（労
働者教育協会）のスライ
ドを示し「越境」してい
る事例が紹介され

WWEEAAを説明する姉崎会員
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た。高大接続と主権者教育・シティズンシップの日
本における具体的事例として、北海道月形での若者
支援や和歌山大学と粉川高校の「まなびの郷」が示
され、展望が語られた。

報告２ 池田考司氏　「若者が主権者になることを保
　　　障する政治教育を」
  前任校で、イラク戦争開戦を報道で目の当たりにし
た生徒が、「雑誌『世界』の論文を読む会」を立ち
上げ討論会を開催、広島の修学旅行や大学生との交
流を通して主体的に学んだ実践が語られた。大学生
になり同級生同士で学習会を立ち上げ、政治体験や
社会運動へ参加するようになった事例報告。現任高
では、北海道選挙管理委員会の「選挙啓発高校生出
前講座」に取り組み、政治・社会への意見を出し合

い学習テーマを立ち
上げ、模擬投票を
行った。NHK札幌
放送局ニュースでも
報道され、生徒が
生き生きと政治と
自分の要望を語っ
た。まとめで報告
者 の シ ティ ズ ン
シップ教育とキャ
リア教育への視座
が語られた。

指定討論者　小山田伸明（北海道大学学生）「「雰
　　　囲気」でつながるという可能性」
　 自分自身は大学で化学を専攻しながら、ホームレ
ス支援やアルバイトの労働組合、高校生への学習支
援などを行っている。しかし、大人から「若者は政
治を知らない」と言われれば言われるほど、若者が
政治離れしていくことを感じる。それでも尊厳を

持って生きて
いきたいと考
えている。世
代の違う人間
が、対等な関
係で向き合え
ることが日本
では少ない。
中学生から大
学生まで、あき
らめが漂ってい

て、「だって仕方がない」で終わってしまう。教育
課程とか質という前に、大学生という立場が「しょ
うがない」と感じさせてしまう。周囲にモデルがな
い。こうした中での可能性は多様な人とつながるこ
とだ。
  研究協議では「しょうがない」という言葉をめぐる
大人までを含めた諦めや自己責任をどうとらえるか
議論された。現実の政治や経済とどう向きあうか。
原発再稼働や熊本地震、ホームレス支援、学内の自
治など、身近な所でモデルと出会うことによってもの
の見方が変わり参画する主体となりうることが共有

できた。まとめ
で植田会員が、
「大人が政治的
な課題について
何も示してこな
かったことが問
題なのであり、
大学の教員も含
めて理論的に説
明できるかが問

われている中で、つな
がることが大切である」と述べた。

（文責：小池由美子）　　　　　　　　　　　　

ニュースを説明する池田氏

質問に答える小山田氏

植田会員のまとめ
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2016年5月14日（土）／北海道大学（札幌キャンパス）人文社会科学総合教育研究棟W103

大会実行委員会挨拶（片山委員長）
1． 議長選出（理事：小池、会員：川口）
2． ２０１５年度活動総括（案）について　☛○承認
〈学会年報〉
　・第11号の発刊（2015年8月） ／ 「著作権ポリシーに係るデータ公開の申合せ」（2015.9.24.）の策定
　・編集委員会の開催（2015年6月、8月、11月の3回＋随時メールにて） ／ ・第12号の編集
〈シリーズ本〉
　・シリーズ本の企画会議（2015年6月27日、名古屋大学）
〈研究会活動および関連の取り組み〉
　・第４６回研究会　2015年6月27日（名古屋大学）24名参加（スカイプ参加を含む）
　　　　久保田「大学生の戦争認識・憲法認識と、授業づくりの課題」／西出「国立大学の改革の『視点』
　　　　　  と方向性」　　　
　・第４７回研究会　2015年8月22日（キャンパスプラザ京都）約20名参加
　　　　上村「学校卒業後の発達障害者の就職について（現場の声を交えて）」／深野「困難を抱える学生へ

の支援―アメリカにおける取り組み」
　・第４８回研究会　2015年11月14日（早稲田大学）26名参加
　　　　重本「大学経営分析～財務マネジメントの貧困と文部科学省の下請け機関化の事例から」／山本
　　　　「国立大学法人の行方～第２期の経営をふまえ第３期を展望する」⇒夕刻に「顧問を囲む会」を開催
　　　日本教育学会第74回大会RT「大学の自治とガバナンスの改変（その２）」（2015.8.28.お茶の水大学）
　　　など
〈委員会活動〉
　・JSPS科研費（基盤研究B）「後期中等・高等教育における『無償教育の漸進的導入』の原理と具体策に係

る総合的研究（略称「無償化」科研／代表・渡部／2015-17）が採択され共同研究を開始。
〈学会通信〉
　・年３回発行～第３９号（2015.5.20.）、第４０号（2015.10.20.）、第４１号（2016.1.1.）
〈理事会〉第Ⅵ期
　・第１回理事会　2015年3月1日（神戸学院大学ポートアイランドキャンパス）
　・第２回理事会　2015年8月22日（キャンパスプラザ京都）
　・第３回理事会　2015年11月14日（早稲田大学）　　　なお、必要に応じてML理事会を開催。
〈声明〉
　・大学評価学会代表理事等有志｢安全保障関連法案の撤回を求める声明｣（2015.6.19.）
　・大学評価学会理事会「『無償教育の漸進的導入』原則違反の国立大学授業料値上げをもたらす財務省方

針に抗議する声明」（2015.12.13.）
〈会員現況〉
　　会員数：192　［内訳　会員：182　　協力会員：10］
〈日本学術会議／教育関連学会連絡協議会〉
　 ・日本学術会議協力学術研究団体に依頼のあった大学評価・学位授与機構の「国立大学教育研究評価委員

会専門委員、機関別認証評価委員会専門委員」への候補者推薦／関連協第3回.総会（2015.3.14学習院
大学）

〈第４回田中昌人記念学会賞〉（選考委員会結果2016.3.13.）
・岡山 茂氏（早稲田大学）／西垣順子氏（大阪市立大学）
3． ２０１５年度決算（案）および監査報告　☛○承認

大学評価学会 第13回年次総会
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4． ２０１６年度活動方針（案）について　☛○承認
〈研究会等〉年２回～第49回：夏ころ、第50回：秋ころ　／　JSA第21回総学（龍谷大学、2016.9.2-4.）
〈学会年報〉第12号の発刊（2016年夏ころ）、第13号（2017）の編集
〈出版活動〉シリーズ本第７巻：川口編集担当『大学評価と「青年の発達保障」』の発刊（2016.5.）

合評会等の開催（7/23＠名古屋、他に＠大阪、東京も予定） ／ 第８巻以降の企画をすすめる
〈委員会活動〉「無償化」科研による共同研究を継続する。他にも科研申請を追求する（「青年の発達保
　　障」委員会など）。
〈理 事 会〉第Ⅵ期４回（5/14）、５回（5/15）、６回（第49回例会時）、７回（第50回例会時）
〈学会通信〉年２回の発行　第４２号（7月ころ）、第４３号（冬）
〈日本学術会議／教育関連学会連絡協議会〉情報の配信／関連協第4回総会への参加（2016.3.19.学習院大
　　学）
5． ２０１６年度予算（案）について　☛○承認
6． 第１4回全国大会　　愛知＠名古屋大学、2017年3月11～12日を予定／大会校挨拶（植田）
7． その他〈第４回田中昌人記念学会賞　授賞式〉

総会参考資料

2015年度決算（2015年3月1日～2016年2月29日）

１．収支決算表（2015年3月1日～2016年2月29日）
2015年度予算 2015年度決算 内容

前期繰越金 1,001,255 1,001,255

会費収入 935,000 805,000過年度会費を含む

年報・シリーズ本販売売上 252,000 226,200

全国大会参加費 100,000 138,500第12回大会

全国大会開催補助 0

雑収入 0 6,560

＜収入合計＞ 2,288,255 2,177,515

理事会費 280,000 205,000	
 交通費、昼食代

年報・シリーズ本編集費 950,000 725,392	
 年報第11号印刷他

会報・リーフレット作成費 140,000 80,946通信3回

通信費 140,000 76,290	
 メール便代他

大会・研究会 480,000 458,784	
 予稿集他

事務用品費 60,000 14,383封筒、宛名シール他

支払手数料 30,000 17,276郵便振替手数料他

委託費 90,000 78,000会費管理ほか委託

会費 20,000 20,000

予備費 98,255 0

＜支出合計＞ 2,288,255 1,676,071

＜次期繰越金＞ 0 501,444

　注）
　１．第12回全国大会開催日（2月28日、3月1日）の関係で、収入、支出とも2015年2月17日から2016年2
月29日までのものである。
２．大会・研究会の支出には、全国大会の際の懇親会費用（135,000円）から参加者負担分128,000円を
控除した7,000円を含んでいる。
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　２．貸借対照表（2016年2月29日現在）
資産資産 負債負債

現金 51,683次期繰越金 501,444

郵便振替口座 449,761

合計 501,444 合計 501,444

会計監査報告書

2016年度予算（2016年3月1日～2017年2月28日）
【一般会計】

2016年度予算 2015年度決算

前期繰越金 485,444

会　　費 870,000 805,000

　2016年度会費 750,000

過年度会費 120,000

年報販売売上 200,000 210,200

雑収入 1,000 6,560

＜収入合計＞ 1,556,444

全国大会（第13回） 225,000

開催補助（特別会計へ） 150,000

予稿集印刷 55,000 77,760

　大会案内印刷・送付費 20,000 (53,352)

年　　　報（第12号） 500,000

編集・印刷費 470,000 685,778

　送付費（封筒等含む） 30,000

学会通信（年２回） 110,000

印刷費 70,000 80,946

送付費（封筒等含む） 40,000

研究例会（年２回） 23,000 102,288

会場費 20,000

湯茶等 3,000

理事会会議費 10,000 205,000

事務費・事務用品費 70,000
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支払手数料 20,000 17,276

委託費 67,000 78,000

会費（教育関連学会連絡協議会） 10,000 20,000

予備費 100,000

＜支出合計＞ 1,135,000

＜次期繰越金＞ 421,444

注） 
１．2015年度の数値は、参考に示したものである（明確に区分できるとは限らないため）。
２．前期繰越金は、2015年度におけるシリーズ本の販売額を除いた額である。
３．2016年度会費は、@6,000×110人、@3,000×30人で算出した。過年度会費は、@6,000×15
人、@3,000×10人で算出した（2016年度総会時の会員数は192人（うち協力会員10人））。
2015年度の会費収入のうち、6000円は106人分、3,000円は30人分（いずれも過年度を含む）で
ある。

４．2015年度の大会案内印刷・送付費53,352円は、2014年度中に支出した金額である。
５．年報の編集・印刷費には、音声起稿の費用を含む。また、印刷業者を変更し、経費を削減する。
６．事務費・事務用品費には、学会賞の記念品代、学会ホームページのサーバー使用料などを含む。

【全国大会　特別会計】

2016年度予算 2015年度決算

前期大会繰越金 0

全国大会（第１３回大会） 240,000

開催補助（一般会計から） 150,000

参	
 加	
 費 90,000 135,800

雑	
 収	
 入 0

＜収入合計＞ 240,000

会	
 場	
 費 90,000 43,080

講師等	
 謝金・旅費 70,000 121,000

アルバイト代 20,000 1,641

諸	
 雑	
 費 10,000

予	
 備	
 費 20,000

＜支出合計＞ 210,000

＜次期大会・繰越金＞ 30,000

注）
１．2015年度の数値は、参考に示したものである（明確に区分できるとは限らないため）。
２．大会参加費は、会員@1,500×30人、院生等＠1,000×15人、会員外@3,000×10人で算出
した。
３．懇親会については、収支均衡を前提にしており、予算には計上していない（余剰が生じた
場合には、雑収入で計上する。不足については、予備費で対応する）。
４．2015年度のアルバイト代は、謝礼品の代金である。
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【シリーズ本　特別会計】

2016年度予算 2015年度決算

前期繰越金 16,000

シリーズ本売り上げ 599,280

第４号：学会売上 160,000

第６号：学会売上 133,280

　第７号：学会売上 150,000

同：晃陽書房還元 56,000

　第８号：学会売上 100,000

　　同：晃陽書房還元 0

雑　収　入 20,000 	
 

＜収入合計＞ 635,280 	
 

第	
 ７	
 号 310,000 	
 

編集・印刷費 300,000

送　　料 10,000 	
 

第	
 ８	
 号 310,000

編集・印刷費 300,000 	
 

送　　料 10,000 	
 

予	
 備	
 費 10,000

＜支出合計＞ 630,000

＜次期繰越金＞ 5,280

注）
１．前期繰越金は、2015年度におけるシリーズ本の販売額である。
２．第4号および第6号の学会売上は、生協への直接納品で販売する分を見込んだ（それ
ぞれ200部と119部）。
３．第7号および第8号の学会売上は、それぞれ150部と100部を見込んだ。
４．第7号の晃洋書房からの還元は、半期分として100部を見込んだ。第8号について
は、刊行時期の関係で今期中の還元はないものとした。
５．雑収入は、第4号、第6～8号以外の販売を見込んだ。

北大キャンパス～クラーク像と白樺林
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第3回　田中昌人記念学会賞 受賞のことば

岡山　茂（早稲田大学）
（2014）『ハムレットの大学』新評論（四六判上製　304頁）

　 『ハムレットの大学』は田中昌人賞を戴いたことで著者をも
恐れさせる書物となりました。「彼は歩きまわる、ただそれだけ
だ、自分自身という書物を読みながら」とマラルメがいうヒー
ローに、私はふたたび自分をなぞらえねばならなくなりました。

　この本のなかで私は大学の成立と変容を、プラトンのアカデメ
イアから現在の日本の大学まで、パスカル、デカルト、ブル
デュー、リオタール、デリダに言及しながら語りました。これら
の著者たちについて詳しく知っているわけではありませんでした
が、私なりに語ってしまいました。背景には日本の批評的言語空
間、とりわけフクシマ以降のそれのなかでの息苦しさがありまし
た。私としてはそこから「書物」へと跳び移り、地平線、舞台、白い紙というけがれない
３つのトポスが交錯するその空間で、日本の大学についてまっとうな批評がしたいと思っ
たのでした。あたかもハムレットのように…。

　 たしかにだれもハムレットにはなれません。しかしマラルメによれば、ハムレットとは
「すべての人間の若き亡霊」です。だれも若かったころには戻れませんが、そのころの自分
を鏡や夢のなかに見ることはあります。たとえば「青年の発達保障」というのも、そうい
う「ハムレット」を一人一人の「青年」のなかに生かし続けることでしょうし、「高等教
育の無償化」も、すべての若者に王子あるいは王女のように学ぶ機会を与えるものでしょ
う。さらに田中昌人の遺志を継ぐとは、この世においてハムレットやエロディアードのよう
に生きることでしょう。情報やメディアがすべてと思っている人たち、経済こそが社会の原
理であると考える人たち、金があれば何でもできると思っている人たち、大学のなかにも
いるクローディアスやポローニアスに、一泡ふかせてやりたいという思いは私にもありまし
た。

　 しかしだれもジャーナリズムからは逃れられません。ジャーナリズムという閉域のなか
では、ことばは彼らに一泡ふかせるまえに自ら泡のように消えてしまいます。たとえ一冊の
本にまとめてみても、ジャーナリズムは書物をさえ消費の対象としてしまいます。（本屋の
店先に並んでいる新刊書の山を見ると、マラルメでなくとも頭がくらくらします。『ハム
レットの大学』も、新評論の吉住亜矢さんと装丁の永田淳さんのおかげでとても美しい本
になりましたが、田中昌人記念学会賞に戴冠されることがなければ、つぎつぎに出版され
る新刊書の波にさらわれ、ジャーナリズムの海に沈んだことでしょう。そして私もその海
で溺れたことでしょう。そういう意味でこの賞は、私の命の恩人です。）

　ところで、ニューヨークのワールド・トレード・センターが崩れ落ちたとき、そして東日
本大震災で津波が東北の沿岸部をのみこみフクシマの原発を爆発させたとき、われわれの
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住むジャーナリズムという世界のフィクション性があらわになりました。まるで嘘のよう
なその光景を、われわれはパソコンやテレビの画面で目の当たりにしたのです。もはや
ジャーナリズムのなかで面白おかしく暮らすことも、あるいは何事も起こらないかのよう
に（すべては対岸の火事のように）暮らすこともできなくなりました。正義と真実（真理）
を追究し、精神の自由を失わないようにし、情報の錯綜のなかで自分を見失わないように
することも難しくなりました。世の中には、戦争やテロへむけての恐れや備えをあおる言
説、そしてヘイトスピーチがあふれています。

　 近代の初めにシェークスピアは、未成年状態から脱するために自分自身を啓蒙せざるを
えなくなった一人の人間を描きました。ルソーが『エミール』、カントが『啓蒙とは何
か』を書くよりもずっとまえのことです。そのハムレットにとって、世界はフィクションに
ほかなりませんでした（もとより彼はフィクションのなかの人物です）。ジャーナリズム
というフィクションのなかに暮らしているわれわれは、それゆえハムレットのように／と
ともに生きることができます。ジャーナリズムのなかに留まりながら、「表象」の廃墟か
ら「書物」へのトランスポジシオン（転位）を試みることができます。ウィッテンベルク大
学の学生であったハムレットも、大学では、うろうろと歩きまわりながら（「自分という
書物」を読みながら）、天変地異や戦争に対処するにはどうすればよいか、自分や民衆の
知への渇きを癒すにはどうすればよいかを考えていたに違いありません。

西垣順子（大阪市立大学）
（2014）「教養教育の到達目標に関する検討―「可逆操作の高次化における階層―段

階理論」による青年期の発達保障の観点から―」『現代社会と大学評
価』（大学評価学会年報）第9・10合併号、pp.143-161.

　 このたびは田中昌人記念学会賞をいただき、大変光栄に存じま
す。受賞した論文は、青年期の発達保障研究に、大学教育の評価
という切り口から進みだしたものではありますが、まだ論点整理
を試みた程度の段階で、言わばスタート地点です。そこから広が
る可能性を評価していただけたことは、私にとって大変ありがた
く、励みになることです。
　 現在日本の大学は、大変なことが多いです。学生の発達という
観点で物事が考えられることは少ないのが現状です。大学評価学
会に入って、発達心理学や教育方法学以外の、経営学や行政学の
研究者の話を聞いたり一緒に仕事をさせていただいたりしなが
ら、新たに理解できることが増えました。一方で、理解が増えるほど問題の深さも見えて
くるという側面もあります。しかし同時に、「発達」「発達保障」というポイントをはさ
むと、そこに一筋の光が見えるのも確かです。その光を見失わないように、進みたいと思
います。
　 どちらかというと「これから頑張りなさいよ」ということでいただいた賞だろうと思い
ます。今後とも精進したいと思いますので、皆様のご指導をよろしくお願いいたします。
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第Ⅵ期第４回理事会の報告

・日時：2016年5月14日（土）1200～13:00
・場所：北海道大学（札幌キャンパス）人文社会科学総合教育研究棟：講義室1
・理事：出席17名、委任状3名
・幹事：出席7名　　　　　　　　
【開会挨拶】（植田共同代表理事／片山大会実行委員長）
【報告事項】
1． 第４回田中昌人記念学会賞の選考結果について：委員長（井上）
2． シリーズ本第７巻：川口洋誉編集担当『大学評価と「青年の発達保障」』の発刊と、公開研究会の開催

予定・計画について（7月23日＠名古屋【確定】／9月か10月に大阪，冬に東京）
3． その他
【審議事項】
1． 第13回総会の議案および運営について

活動報告＆活動方針案（渡部）、決算＆予算案（細川）、会計監査報告⇒承認。
議長案（小池、川口）⇒承認。

2． 会員の異動：
　　　入会希望、退会希望、自然退会（滞納者）⇒承認。

3． 第１３回大会の分担・記録などの確認
　　　・分科会1A＝岡山、1B＝水谷、2＝細川、3＝西垣、4＝村上、5＝小池
　　　・シンポジウム、第４回田中昌人記念学会賞授賞式

4． その他　　　委員会の設置　「青年の発達保障」：担当（西垣［川口］）⇒承認。
　　　　　　　　次回第14回愛知大会＠名古屋大学、日程案2017.3.11-12.（植田）⇒承認。

第Ⅵ期第５回理事会の報告

・日時：2016年5月15日（日）12:00～13:00
・場所：北海道大学（札幌キャンパス）人文社会科学総合教育研究棟：講義室1
・理事：出席18名、委任状2名
・幹事：出席6名
【審議事項】
1． 総会を受けて（活動方針、予算など）
2． 会員の異動：入会１名（承認後の会員数193名）
3． 2016年度の研究例会・理事会等の内定：東洋大学との共催企画（11/19土曜、午後）
4． 投稿規定・執筆要領の改訂（日永）⇒承認。
5． その他（科研費申請など）

ML理事会の報告

・日時：2016年6月3日（金）MLにて配信
【審議事項】
1． 　シリーズ本第8巻（蔵原企画）に係る編集委員会（重本・細井・小山）の立ち上げ⇒承認。

理 事 会 報 告
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学会年報（第13号）への投稿を募集します

　 学会年報『現代社会と大学評価』第13号（2017年７月刊行予定）に掲載される学
術論文、資料、研究ノート（以上、査読審査対象）、実践報告、レビュー、動向（以
上、閲読審査対象）への投稿を募集しています。
　 投稿をご希望される会員は、８月末日までに（※）執筆要領の「11.原稿送付先・
問い合わせ先」宛、郵送・Fax・電子メールのいずれかの方法で投稿の申し込みをお
願いします。書式は問いません。

※ 執筆要領では申し込み締め切りを７月末日としておりますが、今年度は学会通
信の刊行時期が例年より遅いため、締め切りを１ヶ月遅らせています。原稿提
出の締め切りは変わりません。

　 なお、本年５月の学会理事会において、「投稿規程・執筆要領」が改定されていま
す。改定内容の概要については学会通信第41号でお知らせしておりますが、詳しく
は、学会ウェブサイトでご確認ください。
　 特に、ご注意いただきたい点は、原稿の書式、ページ数、図表の表示方法等が変更
されていること、註や参考文献の記述方法が大幅に変更されていることです。後者に
ついて具体的には、国立研究開発法人科学技術振興機構 (JST) が開発した「科学技術
情報発信・流通総合システム」(J-STAGE)が指定する「科学技術情報流通技術基準
(SIST2007-02): 参照文献の書き方」、および「J-STAGE 推奨基準」(2008)の「5. 引
用文献の書き方について」に準拠することとしています。これらの関連資料も学会
ウェブサイトに掲載されています。

 (文責・日永：年報編集委員長) 

「青年の発達保障」委員会の設置と研究会のご案内

　第Ⅵ期　第５回理事会において、「青年の発達保障」委員会の設置が承認されました。これまで
は大会ごとに分科会を設置してこの問題について研究してきましたが、これからは委員会として継
続的に研究活動を行っていきます。
　委員会や委員会が行う活動（研究会や学会での分科会など）に興味のある方は、是非とも西垣ま
で（nishigaki@rdhe.osaka-cu.ac.jp）ご連絡をください。こちらからも声をかけさせていただく
ことがありますが、「委員会に入りたい」「入るかどうかは後で考えるけれど分科会等で発表した
い」という方は、積極的に名乗り出てくださるとありがたいです。
また、ひとつお願いがあります。大学評価学会は規模が小さく、お金もあまりありません。会員

の皆様の智恵が財産です。ですからこの委員会では「私の研究は場違いかも…」「大した成果では
ないし…」などと思って遠慮はしないで、研究会・分科会・学習会に名乗りを上げていただきたい
と思います。遠慮しあっていては智恵が集まりませんので、よろしくお願いします。

mailto:nishigaki@rdhe.osaka-cu.ac.jp
mailto:nishigaki@rdhe.osaka-cu.ac.jp
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　青年の健やかな発達と、彼・彼女らとともに育つ大学と社会を創るために、力をあわせて行きま
しょう！

　なお、７月２３日土曜日に愛知工業大学で、「公開研究会『大学評価と青年期の発達保障を考え
る(1)』　 『市民の力』としての学問の創出をめざし、大学のあり方を考える」を開催します。詳
しくはこちらをご覧ください。皆様のご参加をお待ちしております。
http://www.unive.jp/kenkyukai20160723.pdf

 公開研究会『大学評価と青年期の発達保障を考える(1)』 
「市民の力」としての学問の創出をめざし、大学のあり方を考える 

※「青年期」という言葉がさす年齢は研究者・研究領域によって異なりますが、ここでは子ども期と
成人期の間の10-20歳代をさして「青年期」と呼んでいます。 
【日時】2016年7月23日 14: 00～16:30 
【場所】愛知工業大学本山キャンパス 306講義室 
（〒464-0807 名古屋市千種区東山通1-38-1） 
【アクセス】地下鉄東山線「名古屋駅」から乗車、「本山駅」で下車、徒歩 1分 

http://www.ait.ac.jp/access/motoyama/ 
【内容】 
（１）講演１：中嶋哲彦（名古屋大学）「大学･学問の大衆化と大衆の自己解放」 
（２）講演２：中山弘之（愛知教育大学）「短期大学における教育実践と教職員集団」 
（３）質疑・討論 

司会：西垣順子（大阪市立大学） 
【その他１】参加費は不要です。 

当日参加も歓迎しますが、資料準備の都合がありますので、参加希望の方は下記連絡先
までご一報くださると助かります） 

連絡先：西垣順子（大阪市立大学） 
メールアドレス Äul nishigaki@rdhe.osaka-cu.ac.jp ÄulnoneÄstrike0
FAX: 06-6605-2128 

【その他２】 
　 本研究会は、大学評価学会（編）「シリーズ『大学評価を考える』第7巻 大学評価と『青年の発達
保障』」（晃洋書房）の発行を記念して行います。本書は当日会場でも購
入できます。 
　 研究会の開催にあたり、科研費（No.26380892）の助成を受けていま
す。 

　 大学評価学会は「発達保障分科会」を設けて、「すべての青年のための権利としての大学
教育」のあり方に関わる研究を行っています。子ども期から成人期への移行が長期化・複雑
化・多様化する現在、青年の発達は「困難さ」と「新しい可能性」の両方の様相を呈してい
るように思われます。青年たちとともに歩み、ともに育つ大学・社会・教育制度・行財政制
度とはどのようなものであるべきなのか、多くの皆様と考えたいと思います。是非、ご参集
ください。

http://www.unive.jp/kenkyukai20160723.pdf
http://www.unive.jp/kenkyukai20160723.pdf
http://www.ait.ac.jp/access/motoyama/
http://www.ait.ac.jp/access/motoyama/
mailto:nishigaki@rdhe.osaka-cu.ac.jp
mailto:nishigaki@rdhe.osaka-cu.ac.jp
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【第Ⅵ期第6回理事会】
日　　時：2016年7月23日（土）、午前10～12時
場　　所：愛知工業大学本山キャンパス　306講義室

 （〒464-0807 名古屋市千種区東山通1-38-1） 
アクセス：地下鉄東山線「名古屋駅」から乗車、「本山駅」で下車、徒歩1分 

http://www.ait.ac.jp/access/motoyama/
協 議 題：１．第14回全国大会＠名古屋大学について
　　　　　２．その他

【第49回研究会】
日　　時：2016年7月23日（土）、午後1時半～4時半
場　　所：同上
内　　容：大学評価学会「青年の発達保障」委員会の活動、第14回全国大会＠名古屋大学の

検討を進める上でも有意義であるとの判断から、公開研究会『大学評価と青年期
の発達保障を考える(1)』（西垣・川口企画）に合流します。

【東洋大学との共同企画】
日　　時：2016年11月19日（土）、午後
場　　所：東洋大学
テ ー マ：東洋大学の女子教育100年・男女共学100年に関連して、ジェンダー、ダイバーシ

ティなどを想定。

【第Ⅵ期第7回理事会】
日　　時：2016年11月20日（日）、午前10～12時
場　　所：東京都内（未定）
協 議 題：１．第14回全国大会＠名古屋大学について
　　　　　２．その他

【第50回研究会】
日　　時：2016年11月20日（日）、午後1時半～5時
場　　所：東京都内（未定）
内　　容：会員報告2～3本

会員からの報告希望を募ります。事務局までお知らせください。

【その他の企画】
　日本科学者会議第21回総合学術会議：9/2（金）-4（日）＠龍谷大学深草キャンパス
　9/3（土）9:30～13:00分科会D-2分科会＝「無償化」科研2016公開研究会(2)　

未定企画の詳細は学会HPにおいて続報します。

理事会および研究会等の開催について

http://www.ait.ac.jp/access/motoyama/
http://www.ait.ac.jp/access/motoyama/
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　　　　　　　　　　　　　 〈会費納入先〉　郵便振替口座番号：00950-4-296005　名称：大学評価学会　

　2016年  3月11日（金）会計監査
　　　　　5月14日（土）～5月15日（日） 第13回全国大会（於：北海道大学）
               5月14日（土）第Ⅵ期第４回理事会、第13回総会（　〃　）
               3月  1日（日）第Ⅵ期第５回理事会（　〃　）

 ＜予定＞
　2016年　７月16日（土）　無償化科研公開研究会（１）（於：龍谷大学大宮学舎）
 　　　　　７月23日（土）　第49回研究会、 第Ⅵ期第6回理事会（於：愛知工業大学）
　　　　　 ９月３日（土）　 無償化科研公開研究会（２）（於：龍谷大学深草学舎）
　　　　   11月19日（土）　東洋大学との共同企画（於：東洋大学）
　　　　   11月20日（日）　第50回研究会、第Ⅵ期第7回理事会（東京都内）
　2017年　３月11日（土）～12日（日）　第14回全国大会（於：名古屋大学）
　　　　　３月11日（土）　 第Ⅵ期第８回理事会（　〃　）
　　　　　３月12日（日）　 第Ⅵ期第９回理事会（　〃　）

【大学評価学会の日誌】

2016年度（2016年3月1日～2017年2月28日）の学会年会費の請求書を別途お送りさせていただ
きました。過年度分が未納の方につきましては、2016年度分とあわせてお支払いいただきますよう
お願いいたします。
なお、年会費は６千円（現職教員以外の者［院生・学生を含む］は３千円）です。

大学評価学会事務局 会計担当　細川孝　
612－8577　京都市伏見区深草塚本町67　龍谷大学　　　　　　　　　
　　   e-mail：hosokawa@biz.ryukoku.ac.jp　　 　
電話・Fax：075（645）8634＜ダイヤルイン>

学会年会費の請求について
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